落 合 町 山川 記 

木 #すぁ 子 



が、 (本当 は 妙 正 寺 川と 云う のか も 知れぬ) この 川 添い 

に はまる で 並木の ように 合歓の 木が 多い。 五月 頃に な 

. ま 

ると、 呆ん やりした 薄紅の 花が 房々 と 咲いて、 色々 な 

小鳥が、 堰の 横の 小さい 島に なった 土の 上に 飛んで 来 

る。 

まず 引越し をして 来る と、 庭の 雑草 をむ しり、 垣根 

ほうせんか がんらいこう 

をと り 払って 鳳仙花 や 雁 来 紅な ど を 植えた。 庭が 川で 

えの き 

つきて しまう ところに 大きな 稷が あるので、 その 下 

が 薄い 日蔭に なり なかなか 趣が あった。 私 は 障子 を 張 

るの が 下手な ので、 十六 枚の 障子 を 全部 尾 崎 女史に ま 

かせて しまって、 私 は 大きな 声で、 自分の 作品 を 尾 崎 



るの が 多くて、 私 は その 日 も 勤め口 を 探して 足 をつつ 

n ンクリ —卜 

ぱ らして 帰った のであった。 玄関の 三 和 土の 濡れた 上 

へ 速達が 落ちて いたの を、 めったにない 事 だと 胸をド 

キドキ させて 読んで 行く と、 「放浪 記 出版」 と 云う 通知 

なのであった。 暫く は 私 は 眼が くらくらして 台所で 

水 を ごくごく 飲んだ もの だ。 噓 のよう な 気がした。 誰 

かが 悪戯した のだろう と 思った。 七、 八 年と 云う 長い 

間、 私の 原稿な ど は 満足に 発表され た 事なん ぞ なかつ 

たの だ。 原稿 を 持って 雑誌 社へ 行って、 電車賃 もない 

ので ぶらぶら 歩いて 帰って来 ると、 時に、 持って行つ 

た 原稿の 方が さきまわりして 速達で 帰つ ている 事が 



が 続いて いた。 砜 を あげてい る 人 や、 模型飛行機 を 飛 

ばして いる 人た ちがいた。 うまごやしの 花が いっぱい 

だし、 ピクニック をす るに 恰好の 場所で ある。 この 草 

原の つきた ところに 大きな 豚小屋が あって、 その 豚 小 

屋の 近くに、 甲^ 仁 代さん と 云う 一 一 科の 絵描き さんが 

住んで いた。 御主人 を 中 出 三 也さん と 云って、 この 人 

は 帝展派 だ。 お 二人とも 酒が 好きで、 画壇に は 二人と 

はんせい はん どん 

も 古い 人た ちで ある。 私 はこの 甲斐さん の 半晴半 曇な 

絵が 好きで、 ばつけ の堰を 越して は 豚小屋の 奥の 可愛 

い アトリエ へ 遊びに 行った。 

夕方な ど、 このば つけの 板 橋の 上から、 目白 商業の 



川に 架した みな かばし と 云う の を 渡って、 私 や 尾 崎 さ 

ま ち おも 

んの 住んで いた 小 区へ 来る と、 この 地味な 作家 を 憶い 

出す の だ。 いい 作品と 云う もの は 一 度 読めば 恋よりも 

憶い 出が 苦しい。 

私の 家の 出口に は、 中 井 ダンス ホ— ルと 云う のが あ 

る。 まだ 一度 も 行った 事 はない が、 なかなか さかって 

いるの だろう。 門 を 這 入る と 足の すれあ つ ている 音 や、 

レコ— ドが 鳴って いる。 —— 私の 家 はかなり 広い ので、 

(セットの 貧弱な のが 心残りな の だが)、 あんまり 漠然 

としてい るので、 そうそう 旅 をし なくなった。 あっち 
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